
評価します。
　また今回のネットワーク整備に伴い、内線電
話環境もクラウドPBXを採用してIP電話環境
を構築しました。内線電話利用にかかるコスト
を削減するほか、センターの担当者2名で電
話を含めたネットワーク運用管理を行えてい
るといいます。
　「竣工以来ネットワークは安定しています。
稼働開始から2年になりますが、大きなトラブ
ルもなくネットワークを維持できているのは凄
いことです。運用担当2人で対応できているの
はExtreme製品の性能や事前の設計が良
かったからだと思います」（中谷氏）
　ナノテラスでは、Fabric Connectによる仮
想化でネットワークや機器の数を減らし、設計
工数も含めた導入時と運用時のトータルコス
トの抑制に成功しました。「もちろん、まだ製品
の機能を十分に活用できていない部分もある
ので、TEDとExtreme Networksには教育プ
ログラムや資料を充実させてもらえると嬉し
いですね」と、中谷氏は今後も両社に期待を寄
せています。

国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構（QST）と一般財団法人 光科学イノベーションセンター
（PhoSIC）などは、2024年4月に稼働を開始した世界最高レベルの放射光施設「3GeV高輝度放射光施
設（愛称：ナノテラス）」のネットワーク環境を、Extreme Networksの製品群で構築しました。複数の団体
や民間企業の共同利用に対応するため、シンプルなネットワーク構成を可能とする仮想化技術「Fabric 
Connect」を活用し、マルチテナント型の高速なネットワーク環境とIP電話環境を構築しています。

研究施設「ナノテラス」の大規模ネットワーク環境を構築
Fabric Connect技術の採用でマルチテナント運用を簡素化

導入前の課題

■ Fabric Connectによる仮想化技術でネットワークの設定変更や拡張が容易
■ 利便性が高いオンプレミス管理ツールExtremeCloud™ IQ‒ Site Engine の監視画面で
  ネットワークのトラブル対応を効率化

ソリューションの利点

導入後の効果
■ 柔軟性が高い仮想化技術の採用で今後のネットワーク拡張作業を省力化
■ ネットワークの運用管理工数が抑えられ、少人数でのマルチテナント運用が可能
■ 高度な研究開発に貢献するセキュアで安定したネットワーク環境を実現

験データの収集や実験装置の維持管理などに用い
る基幹ネットワークに24時間365日安定運用でき
る可用性と、400Gbpsクラスの大容量データを転
送・処理できる性能が求められました。
ナノテラスのネットワーク運用を担当するQSTの

NanoTerasuセンター ビームライングループ 上
席技術員の中谷健氏は、「ナノテラスは限られた組
織が使う訳ではないためユーザー数やどれだけの
容量が必要になるかを事前に正確に予測すること
ができず、今後を見据え、拡張性の高い設計が必要
でした」と明かします。
ナノテラスは、複数の団体・企業各々の用途に合

わせたネットワーク環境を用意する必要がありま
す。「1つの施設の中に放射線管理、設備管理、実験
用といった各用途のネットワークが存在し、それらは

複数団体の共同利用施設のため
多岐にわたるネットワーク要件が発生

ナノテラスは放射線作業従事者でなくても実験が
できる国内初の放射光研究施設です。ナノレベルで
物質を観察でき、その研究成果は幅広い分野の研究
開発やものづくりへの活用が期待されています。
ナノテラスは官民地域パートナーシップ（国側：

QST、民間・地域側：PhoSICを代表機関とする宮城
県、仙台市、東北大学、東北経済連合会）により建設
された施設です。運用を開始した4月からは公益財
団法人 高輝度光科学研究センター（JASRI）が加
わり、QSTのNanoTerasu総括事務局が各組織間
の調整を担当しています。
ナノテラスのネットワークには複雑で多岐にわた

る要件が求められていました。まず性能面では、実

国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構
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組織ごとに個別に設計しなければなりませ
ん。構築後の運用もそれらのネットワークを
共存させた上で限られた人数で一体的に行
わねばならないため、物理ネットワークに依存
する従来型の設計では対応が困難でした」
（中谷氏）

Fabric Connect の仮想化技術を採用し
低コストで柔軟なネットワークを構築
そこでナノテラスでは、仮想化技術によっ

て1つの物理ネットワークを論理的に分割す
るマルチテナント型アーキテクチャによる問
題解決を図りました。技術的には、柔軟なネッ
トワークの設定・設計を可能にするShortest 
Path Bridging（SPB）プロトコルに注目。
中谷氏も「利用者のネットワークが相互に干
渉せず、自由度が高いネットワークを構築で
き、ナノテラスの複雑な要件への対応が可能
と判断しました」と説明します。

最終的にナノテラスでは、東京エレクトロン
デバイス（TED）が取り扱うEx t r eme 
Networksのスイッチ製品が採用されまし
た。標準技術であるS P Bを採用した
Extreme NetworksのFabric Connect
は、シンプルなネットワークを構成でき、手動
でVLANの設定を行わずとも複数のネット
ワークを分離し、遮断できます。プロビジョニ
ングの際も末端のスイッチの設定変更だけで
最適な経路と冗長性を確保し、ネットワークの
変更や拡張も容易に行えます。

導入にあたって中谷氏は、「TEDは茨城県東
海村の加速器施設である『J-PARC』でも同様
のネットワーク構築も経験していましたし、私
自身同所でExtreme Networksの製品を使
用して堅牢な製品という印象を抱いていたの
で、心配はしていませんでした」と語ります。

その後ナノテラスのネットワークは2022
年6月に無事稼働を迎えました。構築したネッ
トワークは基幹部分に200Gbpsの光ケーブ

ルが2系統敷設されています。また、将来的に
追加のリソースが必要となっても接続するス
イッチをアップグレードすることでスケール
アップできる形となっています。

「コロナ禍で多数の団体や参加組織に要件
のヒアリングを行い、なかなか物事が進まない
状況下でしたが、Fabric Connectを採用した
ことで、それぞれの要求に対応でき、かつシン
プルな構成で将来的な拡張も見据えたネット
ワークを構築できました」と中谷氏は語ります。

オンプレミス管理ツール
ExtremeCloud IQ ‒ Site Engineで
IP電話を含めた管理負担を削減

　運用に際しては、オンプレミス管理ツールの
「ExtremeCloud IQ ‒ Site Engine」でモ
ニタリングを行っています。ExtremeCloud 
IQ ‒ Site Engineの操作感について中谷氏
は、「ネットワーク全体を俯瞰して見ることがで
きる点は便利だと感じています。特に、冗長化
したネットワークの両方の経路の状態を同時
に把握できるメリットは大きいと思います」と

業種：国立研究開発法人仮想ネットワーク環境を構築

■ 複数団体が共同利用できる、柔軟性と拡張性の高いネットワークの構築
■ 高度な研究に耐えうる大規模なネットワークを少人数で運用
■ 内線電話環境の整備も含めて短期間・低コストでのネットワーク構築

 本事例で採用された製品・ソリューション
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【ナノテラスのご紹介】
高輝度な軟X線（放射光）を用いて、物質の機能に影響を与える電子状態の可視化を実現する最先端の放射光施設です。研究対象領域とし
て、自動車・タイヤ・産業用機械・電子機器・電子部品・化学・非金属・金属・エネルギー・製薬・化粧品・ヘルスケア・農業・食品など、学術研究から産業
利用までの幅広い利用が見込まれ、そこでの研究成果は地域産業の発展や、日本の競争力の強化に大きく貢献することが期待されています。 

ナノテラス ポータルサイト：https://www.nanoterasu.jp/

※会社名及び商品名は、それぞれ会社の商標あるいは登録商標です。
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ナノテラスのネットワーク構成図

導入された主要ネットワーク機器
・ VSP 8600
・ VSP 7400
・ VSP 4900
・ 5520-48T
・ 5520-24T


